
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＪＩＳ２―ＴｉのＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 マグネシウムと同様にＴｉのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎが計算できます。 

 常に、Ｒｐ％プロファイルを確認し、±１．５％オーバなら対応してください。 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアの方位プロファイルは４指数表示から 

 ３指数表示も可能に致しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年１０月０２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

       不明な点は問い合わせください。 



概要 

 ＪＩＳ２種Ｔｉ冷延材のＯＤＦ解析を行う。 

    測定前、＃２０００番による表面加工を行った。 

    測定データはバックグランドに不安があったので、測定バックグランドをｄｅｆｏｃｕｓ曲線により 

 補正した。ｄｅｆｏｃｕｓ補正は計算ｄｅｆｏｃｕｓ、平滑化を用いた。 

測定データ 

、  

 

バックグランド 

  

 黄色：測定されたバックグランド 水色：修正したバックグランド 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点データ処理 

 

処理結果 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ入力データ 

 

ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析 

収束判断を１．０から０．１に変更 

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％評価 

 さらに補正が必要 



再ｄｅｆｏｃｕｓ 

 

再ｄｅｆｏｃｕｓ極点図からＯＤＦ解析 

 

 Ｒｐ％が±１．５％以内 



ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし、方位密度プロファイルから VolumeFractionメンバーを決定 

 

 

３指数表示から LaboTexVolumeFractionメンバーを選択 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｗｅＦｒａｃｔｉｏｎの決定 

 

 

       ＶＦ％から ODF図作成 

 

 

 

 

 

 

 ＶＦ％から作成した再再極点図からＥｒｒｏｒ評価 

 

 



Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内になります。 

 

入力極点図からの ODF図、再 defocusの ODF図、VF%からの ODF図 

 

 

 



付録 

ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ図の平滑化 

平滑化前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 平滑化 cycle,weightを５で平滑化 

 

 

 

 

 

 

 



平滑化後ＬａｂｏＴｅｘでＳａｖｅする。 

 

Ｊｏｂを作成 

 

 

 

 

 

Ｌａｂｏｔｅｘ確認 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｊｏｂ２に平滑化極点図が登録されます。 

 

 

 


